
平成年月日 金曜日 (第号付録) 月目録官 報
一
八
一

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
特
別

支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部

学
習
指
導
要
領
の
特
例
を
定

め
る
件

二
七
282

一
八
二

技
術
士
法
施
行
規
則
の
規
定

に
基
づ
く
第
一
次
試
験
の
専

門
科
目
の
範
囲
及
び
第
二
次

試
験
の
選
択
科
目
の
内
容
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
八
284
九
〇

〇
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省

七

公
認
心
理
師
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
指
定
登
録
機
関
を
指

定
し
た
件

一
一

四

〇
厚
生
労
働
省

三
四
八

日
本
薬
局
方
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一

六

三
四
九

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基

準
）
及
び
療
担
規
則
及
び
薬

担
規
則
並
び
に
療
担
基
準
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
掲
示
事
項
等
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

七
265

三
五
〇

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働

大
臣
が
基
準
を
定
め
て
指
定

す
る
医
療
機
器
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示

七
265

三
五
一

健
康
保
険
組
合
の
解
散
を
認

可
し
た
件

八

四

三
五
二

健
康
保
険
組
合
の
合
併
を
認

可
し
た
件

八

五

三
五
三

健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

八

五

三
五
四

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
八

条
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金

相
当
額
の
算
出
方
法
の
一
部

を
改
正
す
る
件

八
266
一
四

三
五
五

社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
市
町

村
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援

体
制
の
整
備
に
関
す
る
指
針

一
二

二

三
五
六

医
療
費
適
正
化
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方

針
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
九

四

三
五
七

風
し
ん
に
関
す
る
特
定
感
染

症
予
防
指
針
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
一
277
二
七

三
五
八

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
第
八
十
条
第
二
項
第
五
号

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
す
る
医
薬
品
の

種
類
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
一
277
二
九

三
五
九

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
生
物
の
公

表
を
行
う
件

二
二

三

三
六
〇

確
定
拠
出
年
金
法
施
行
令
第

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
国
際
標
準
化
機
構
の
規

格

二
二

四

三
六
一

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
五
280
一
〇

三
六
二

生
物
学
的
製
剤
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
五
280
三
九

三
六
三

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
三

十
八
条
の
七
か
ら
第
三
十
八

条
の
九
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
、
休
業
補
償
の
額
の
算
定

に
当
た
り
用
い
る
率
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
六
281
五
〇

三
六
四

労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七

条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名
称

を
公
表
す
る
件

二
七
283
三
四

三
六
五

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
九
十

五
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
物

等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
七
283
三
九

三
六
六

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
患
者
申
出
療
養

並
び
に
施
設
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
八

七

三
六
七

職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
二

十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
講
習
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
八

八

〇
厚
生
労
働
省
、
環
境
省

二

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使

用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の

多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
第
一
種
使
用
規

程
の
承
認
の
件

四

三

〇
農
林
水
産
省

一
九
二
二

一
九
二
八

保
安
林
の
指
定
を
解
除
す

る
件

一

六

一
九
二
九

一
九
三
五

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

一

七

一
九
三
六

一
九
四
三

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

四

三

一
九
四
四

一
九
四
八

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

四

五

一
九
四
九

一
九
六
〇

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

五

四

一
九
六
一

一
九
六
七

保
安
林
の
指
定
を
解
除
す

る
件

五

六

一
九
六
八

肥
料
を
登
録
し
た
件

六

二

一
九
六
九

平
成
三
十
年
産
の
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
に
適
用
す
る
単

位
当
た
り
共
済
金
額
の
範

囲
等
を
定
め
る
件

六

三

一
九
七
〇

平
成
三
十
年
産
の
か
ぼ

ち
ゃ
に
適
用
す
る
単
位
当

た
り
共
済
金
額
の
範
囲
等

を
定
め
る
件

六

三

一
九
七
一

一
九
八
〇

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

六

四

一
九
八
一

一
九
九
六

〃

七

五

一
九
九
七

二
〇
〇
六

〃

八

五

二
〇
〇
七

種
苗
法
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
品
種
登

録
し
た
件

一
一

四

二
〇
〇
八

肥
料
の
登
録
が
失
効
し
た

件

一
一

四

二
〇
〇
九

生
産
業
者
及
び
輸
入
業
者

の
住
所
並
び
に
肥
料
の
名

称
の
変
更
に
係
る
届
出
が

あ
っ
た
件

一
一

五

二
〇
一
〇

二
〇
五
四

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

一
一
267

一

二
〇
五
五

二
〇
六
二

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

一
一
267

七

二
〇
六
三

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け

る
み
な
み
ま
ぐ
ろ
の
漁
獲

に
つ
い
て
の
割
当
量
を
定

め
る
件

一
二

四


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